
 

個 人 質 問  議会事務局 

処 理 欄 

令和 ２年 ２月１６日１８時２２分 受付 

質 問 順 位  第 １４ 番 

武豊町議会議長 福本 貴久 殿 

武豊町議会議員 野田 佳延 

一 般 質 問 の 通 告 に つ い て 
令和２年第１回武豊町議会定例会において、次のように質問したいから通告します。 

質 問 事 項 質問の要旨(具体的にご記入願います) 答弁者 

1. 教職員の多忙

化について 

 

【趣旨説明】 

教職員の過労死・長時間労働が問題になっています。教

職員の労働条件の改善は、子供たちへの教育条件の改善に

つながります。昨年文科省から出された公立学校における

「働き方改革の取組」における教師の勤務時間の上限に関

するガイドラインは指針に格上げされました。この指針は

根本的条件の対策からいえば教職員の労働条件子どもの教

育条件を悪くするものです。教員の労働条件の改善は緊急

の課題であり子どもたちの教育環境をよくするために必要

と考える教職員の多忙解消に向けて具体的改善について質

問します。 

 

 

町長 

副町長 

教育長 

部課長 

【質問事項】 

①本町の教職員の多忙の実態はどうか 

②教職員の多忙化解消に対して町として何か取り組みはし

ているのか 

③文科省・スポーツ庁が、「従来の学校単位での活動から一

定規模の地域単位での活動も視野に入れた体制の構築が

求められています」と指摘しているように、部活動は教

員が顧問になる義務はなく、顧問を強制することはない

はずであるが実態はどうなっているか。 

④東浦町では、学校の環境のために学校環境整備員を４人

雇用し、２人一組で各学校を回って環境の整備等を行っ

ているが本町でも取り入れてはどうか。 

⑤東浦町・半田市のように勤務時間の適正な管理のため学

校現場にタイムカード・ICT の活用などによる勤務時間

を客観的に把握するためすべての学校に導入することを

考えてはどうか 

 

 


